
浜松市立賀茂真淵記念館
一般社団法人 浜松史蹟調査顕彰会

〒４３２-８０３６　浜松市中区東伊場一丁目２２番２号
　　　　　   TELTEL・FAXFAX （０５３）　４５６-８０５０
　　　　　　http://www.mabuchi-kinenkan.jp　　　  kamonomabuchikinenkan@na.commufa.jp

検 索賀茂真淵記念館

ホームページ e-メール

◆場　　所　賀茂真淵記念館

◆定　　員　各講座　５０名（応募者多数の場合抽選）

◆費　　用　初回に一括してお支払いください。（欠席の場合は資料を郵送します。）

◆申　　込　往復はがきに、住所、氏名、電話番号、参加希望講座名（例：「記３万葉集巻三

をよむ」…）を書き、返信用宛名を書いて、賀茂真淵記念館（〒４３２-８０３６　浜

松市中区東伊場１丁目２２-２）へ

　　　　　　※各々講座別の申し込みとなります。「１つの講座で１通の往復はがき」という

形で申込みください。

　　　　　　※応募締切：５月１0日（日）消印有効、受講票は５月２0日（水）頃郵送します。

　　　　　　※申し込み締切後も、空きがある場合は受講を受け付けます。随時、記念館まで

お問合せ願います。
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賀茂真淵の注釈書「伊勢物語古意」によって伊勢物語を読み進め、解釈の変遷を
追っていきます。

記 4講座  古事記をよむ（全6回）

13：30～15：30時 間 費 用

浅岡悦子 氏（名古屋市立大学非常勤講師）講 師

2,400円

費 用 2,400円

費 用 1,200円

費 用 1,200円

①6月3日（水） ②7月8日（水） ③8月26日（水）
④9月9日（水） ⑤9月16日（水） ⑥10月7日（水）

日 時

現代の古事記注釈書を中心とした様々な古事記注釈書を利用し、『古事記』を上巻
冒頭からよんでいきます。

記 3講座  万葉集巻三をよむ（全6回）

9：30～11：30時 間

松平和久 氏（元高校・大学教員）講 師

①10月7日（水） ②10月14日（水） ③10月21日（水）
④10月28日（水） ⑤11月4日（水） ⑥11月18日（水）

日 時

万葉集の巻三は巻四とともに、巻一・二の補遺をなす。柿本人麻呂や高市黒人の羇旅の
歌、山部赤人の不尽山の歌、大伴旅人の讃酒歌・亡妻哀傷歌など短歌の佳品が多い。

記 2講座  賀茂真淵と上田秋成（全3回）

13：30～15：30時 間

高松亮太 氏（県立広島大学准教授）講 師

①7月10日（金）　②9月11日（金）　③10月23日（金）日 時

怪談小説『雨月物語』の作者として知られる上田秋成は、賀茂真淵流の国学を学んだ国学
者でもありました。真淵の学問が秋成にどのように継承されたのか、その様相を探ります。

記 1講座  真淵の注釈で「伊勢物語」を読むⅢ（全3回）

13：30～15：30時 間

高野奈未 氏（日本大学准教授）講 師

①10月16日（金）　②11月20日（金）　③12月11日（金）日 時

●バス／
鴨江佐鳴台線（3番ポール）
鴨江坂上下車南へ徒歩7～8分。
※道は平坦です。
志都呂宇布見線（5番ポール）
商工会議所下車北へ徒歩5分。
※坂道となっております。
●お車／
　雄踏街道、商工会議所西信号を北へ坂上る。
（国道257号線森田町信号を北進）
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■賀茂真淵記念館 ご案内図


